
様式第１号（第４条関係） 
（表） 

栗原市子ども・子育て支援給付支給認定申請書兼施設利用申込書 
 

令和５年１１月２１日 
栗原市長 殿 

行政区 
申請者  住 所 栗原市築館薬師一丁目７番１号 

氏 名 栗原 太郎   印 
  
栗原市子ども・子育て支援給付等に関する規則第４条第１項の規定に基づき、次のとおり申請します。 

認定区分 □１号認定 □２号認定 ☑３号認定 認定証番号（認定者のみ記入） ******** 

申請に係る

小学校就学

前子ども 

（ふりがな） 
氏  名 生年月日 年齢 性別 障害者手帳の有無 

（  くりはら じろう   ） 

      栗原 二郎 令和 4年 7月 7日 １ 男・女 有 ・ 無 

申請に係る

小学校就学

前子どもの

保護者 

氏  名 栗原 太郎 生年月日 平成 2年 1月 1日 

住  所 栗原市築館薬師一丁目７番１号 個人番号 12345678900 

連 絡 先 

電 話 番 号 

自宅 ０２２８-＊＊-＊＊＊＊ 勤務先 ０２２８-＊＊-＊＊＊＊ 

携帯電話（父） 080-****-****        （母） 090-****-****  

利用希望期間    令和６年  ４月  １日から   令和７年  ３月 ３１日まで 

① 世帯の状況 
区
分 

（ふりがな） 
氏 名 

子どもと 
の続柄 

生年月日 性別 職業又は学校名等 個人番号 備 考 

申
請
に
係
る
世
帯
の
状
況 

（くりはら たろう） 

栗原 太郎 父 平成 2年 1月 1日 男・女 会社員 111111111111 同居・別居 

（くりはら はなこ） 

栗原 花子 母 平成 3年 3月 3日 男・女 会社員 222222222222 同居・別居 

（くりはら いちろう） 

栗原 一郎 兄 令和元年 8月 8日 男・女 幼稚園 333333333333 同居・別居 

（くりはら ごろう） 

栗原 五郎 祖父 昭和 31年 6月 6日 男・女 農業 555555555555 同居・別居 

（くりはら うめ） 

栗原 梅 祖母 昭和 35年 4月 4日 男・女 パート 666666666666 同居・別居 

（くりはら さぶろう） 

栗原 三郎 曾祖父 昭和10年10月1日 男・女 無職 777777777777 同居・別居 

（        ） 

  年  月  日 男・女   同居・別居 

家庭の状況 □ ひとり親家庭 ☑ 左記以外 生活保護の適用の有無 有・無（ 年 月 日保護開始） 

② 利用する特定教育・保育施設にチェックしてください。 

□ 幼稚園（利用を希望する幼稚園名           ） 

（③以降は、記入不要です。） 

☑ 保育所、認定こども園又は特定地域型保育事業所 

（③以降を記入してください。） 

【注意事項】１ 「記入上の注意」をよく読んでから記入してください。 

２ 保育所、認定こども園又は特定地域型保育事業所の利用を希望する場合は、③以降も記入してください。 

３ 幼稚園に入園を希望される方は、③以降の記入は不要です。また、別途「入園願」を提出してください。 

 

２号認定又は３号認定の申請に併せて、栗原市子ども・子育て支援給付等に関する規則第４条第３
項の規定に基づき、次のとおり保育所等の利用を申込みます。 
③ 利用を希望する施設名 

利用を希望す

る保育所等名

及び希望理由 

第１希望  築館保育所    （理由  自宅より一番近いため            ） 

第２希望  築館北保育所   （理由  次に自宅より近いため            ） 

第３希望  志波姫保育所   （理由  母の勤務先に近いため            ） 

利用を希望する曜日 月 曜日から   金 曜日まで 

利用を希望する時間       午前 ７ 時 ３０分から 午後 ６ 時 ３０分まで 

 

保育所申込用・記載例 

令和６年４月１日時点での

年齢を記入してください。 

利用期間は、令和６年４月１日～

令和７年３月３１日までの１年間

となります。ただし、申込み理由

によって利用期間が制限される場

合があります。 

自署の場合は押印不要です。 

① 

か
ら
④
の
記
入
に
つ
い
て
は
、
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

②  

若柳認定こども園の２号・３号認定（保育認定）を

希望される場合は、この欄に記入ください。 

認定区分はごあんない冊子の

５ページをご確認ください。 



（裏） 
④ 保育の利用を必要とする理由（祖父母については、６５歳未満の同居の祖父母が該当となります。） 

保育を必要とする理由について、次の番号欄に≪保育を必要とする理由≫から該当する番号を選択し記入してください。 

（申請には、選択した番号の【 】内に記載する書類の添付が必要です。） 
 

続柄 番号 続柄 番号 
６５歳未満の 

同居の祖父母 

続柄 番号 続柄 番号 

父 １ 母 １ 祖父 ― 祖母 ６ 

 

≪保育を必要とする理由≫ 

１ 就労のため【就労状況報告書】 

２ 妊娠・出産（予定）のため【母子手帳など出産（予定）日がわかる書類の写し】 

出産（予定）日     令和 ○年○月○日（出産 ・ 出産予定） 

育児休暇取得の有無 有・無 育児休暇取得（予定）期間 

     令和△年△月△日から  令和□年□月□日まで 

復職予定の有無 有・無 復職予定日  令和◇年◇月◇日から 

復職先 株式会社 ＊＊＊＊ 

３ 病気、けが等のため【診断書の写し（祖父母は疾病状況申立書）】 

４ 心身の障害のため【障害者手帳の写し】 

５ 同居の親族の看護のため【診断書の写し（入院等の状況がわかる書類）】 

看護を受ける者の氏名 栗原 ○○ 児童との続柄 ○○ 

６ 同居の親族の介護のため 

介護を受ける者の氏名 栗原 △△ 児童との続柄 △△ 

サービスの利用状況の有無 有・無 サービスの内容 週 ４ 回 

施設入所の状況 有・無  週３回 デイサービス利用 

７ 災害復旧への従事等のため 

災害発生年月日     令和○年○月○日 従事内容 ○○による災害現場復旧 

８ 求職活動中のため 

求職活動の状況 
ハローワーク（公共職業安定所）への求職申込状況   申込有・申込無 

その他具体的な活動状況（                     ） 

９ 就学のため【在学証明書等（就学の状況がわかる書類）】 

学校名 ○○専門学校 就学期間 令和〇年 4月 1日から令和○年○月○日まで 

１０ 就業訓練のため【訓練を受けていることがわかる書類】 

職業訓練の場所 △△訓練学校 訓練期間 令和〇年 4月 1日から令和○年○月○日まで 

１１ その他【１から１０までの理由に該当しない場合、具体的に保育ができない理由を記入してください。】 

 

 

 

 

 

※ 市記入欄 

認定の可否 認定証番号 認定区分 

可・否（理由                  ） 

                  年  月  日 

 □１号  □２号  □３号 

（□標準  □短時間） 

支給（入所）の可否 支給（利用）期間 

可・否（理由 

【□施設型  □地域型   □特例施設型   □特例地域型】 

自      年  月  日 

至      年  月  日 

入所施設名  

□認定こども園 （□連 □幼（□幼 □保）  □保（□幼 □保）  □地（□幼 □保） 

□幼稚園   □保育所   □地域型（□小 □家 □居 □事） 

備考  

 

総合支所受付印 本庁受付印 

 

 

 

 

 

 

【記入上の注意】 
① 世帯の状況 

・職業又は学校名等…職業名等を記入してください。障害者等の場合は、職業のほかに、障害の種
別・等級も記入してください。令和６年４月１日現在で幼稚園に入園予定の児童は「幼稚園」と
書いてください。 

 ・家庭の状況…いずれかにチェックをしてください。 
 ・生活保護の適用の有無…について、○を付けてください。※有の場合は保護開始日も記載してください。 
②利用する特定教育・保育施設…「保育所、認定こども園又は特定地域型保育事業所」にチェックし
てください。 

③利用を希望する施設名…希望する施設を記入してください。記入した施設のみで利用調整します。 
※施設決定後の変更希望は基本的にできませんので、よく考えて記入願います。 

④保育の利用を必要とする理由…１～１１の数字を記入してください。 
理由によっては、添付書類が必要になりますので、必ず添付してください。 

 添付書類がない場合は、１１（その他）の理由となりますので、具体的に保育ができない理由を記 
入してください。 
※申込み後に、変更が生じた場合は、すみやかに変更届を提出してください。 


